





























は じ め に
昭和基地における航空機観測はセスナとピラタスにより行われてきたが， 年 月末













リーマという （無人飛行機・スパン ，重量 ）は 年 月 日にカナダ
のニューファンドランドからアイルランドまで を 時間 分で飛行し，大西洋
を横断している．また，米国の模型飛行機グループは （ ）


































































（ ）として緯度，経度，高度，それに速度を登録する． は与えられた を順番に
飛行するが，実際の飛行では設定ルートから機体のずれを最小にするため，機体は通過し




測用に改良したものである．機体は（表 ，図 ，及び図 )，単発固定翼機で全長 ，
翼長 ，全高 ，総重量 の模型飛行機である．エンジンは 水平対向 気














航 路 距 離
飛行速度 /
最 高 高 度 ＞ ＞ ＞














馬 力 × 台
発 電 器 － － × －
回 転 数 － ～ ～ ～
非常用パラシュート 有 無 有 有 有 無
無線機通信距離
デ ー タ 記 録 無線 データロガ 無線 無線 無線 データロガ





自 律 装 置 日本飛行機 マイクロパイロット フジ・インバック フジ・インバック 九州大学 マイクロパイロット










号機（表 ，図 ，図 ）は実機 のスケール機（ 社製，
ドイツ）のモーターグライダーである．全長 ，翼長 ，全高 ，の模型飛
行機で，動力は （約 ）ブラシレスモーターで，リチウムポリマー電池
/ を使用している．本機は小型ではあるが胴体に大きな収納スペースがあり自動操





























































風，地上気温は °であった．風行速度 /，飛行高度 に設定し，滑走路か
ら手動で離陸させた後，高度約 で自動操縦に切り替え，図中の の ， ，
， ， を 周（# ，# ），さらに の ， ， ， ， を 周（# ）させた後，
， ， を周回（# ）し の手前で手動により高度を下げ着陸させる計画を立てた．
周の距離は約 である．図 の飛行軌跡は の緯度・経度の位置を秒値で示したも
のである．周回# と# のコースを比べた場合，# では離陸から まで# と大きくず
れているが，これは を目指す出発点が異なるためである． では直線飛行で
以内，旋回時には 以内のコースのずれが発生している． では か
ら へ飛行中のコースのずれは 以内であるが， を旋回した後は約 のルー
トのずれが発生している．このずれを解消するに要する距離は約 である．
図 ()図 に示した桜島の飛行中の 高度変化（設定高度 ）と( ) 受信数
船木 實・
図 は飛行中の高度変化と の受信状態を示したものである．機体は離陸から
まで 分 秒で上昇している．その後は図 に示されるように，直線飛行では ±
の高度を保持しているが， -， -， - で示される旋回開始直後に顕著な高度
の低下，その後は急激な上昇が発生し，直線飛行中にほぼ一定の高度に落ち着く．旋回中
の高度変化の最大は で観測され，周回# の - で までの上昇と，周
回# の - では最大 までの降下があり，旋回半径が小さい - の旋回中に
顕著である．設定高度 と飛行高度の違いの主な要因は，機体は気圧高度に基づく設
定高度を飛行するが，図 の高度は の高度変化を示したためである．
飛行中に観測された の受信衛星数を図 に示す． の受信数はいずれも 個以
上で，自動操縦に必要な三次元測位が行われたと?えられる．しかし，機体が上昇すると
きや旋回するときには受信数が - 個と少なく，これに対し直線飛行中には - 個に増加
する．これは機体が傾いたとき， アンテナが機体搭載機器の陰になり，受信数が減少
するものと思われる．
による対地速度を図 に示す．機体が東に飛行している時は - / の速度
であるのに対し，西に飛行している時は - / と高速である．すなわち機体の巡航
速度は約 /，飛行方向の風速は最大 /（ /）となる．鹿児島地方気象台












ため，本地域で飛行実験を行った．図 に 回目（# ）と 回目（# ）の飛行軌跡を示
す．図の# 飛行ルート上に示すように， × の範囲に東西 本，南北 本の磁場測
線を設け，各旋回点に を合計 点設置し， から順に まで飛行させた．東
西方向の測線の間隔は東西 ，南北方向は ，または である．飛行高度は
，飛行速度は / に設定し，手動で離陸させた後，地表から約 上空で自動操
縦に切り替えた．着陸は を通過した後，手動に切り替え着陸させた．総飛行距離は
約 で 分間の飛行であった．飛行時の風速は地上局で約 / であった．
# 飛行は# の飛行ルートを 北に平行移動させ，同様に飛行させた．飛行開始時
には地上で / 前後の風が吹いていたが，飛行中に徐々に強まり，飛行後半には小雨も降
図 号機による鳥海山での飛行軌跡，黒線は 回目飛行，灰色線は 回目飛行（















図 に# と# 飛行の 対地速度を示す．# 飛行では設定速度 / に対し，
図 図 を飛行中の対地速度．() 回目飛行，( ) 回目飛行
小型無人航空機の開発
西に飛行するときは /，東に飛行するときは / の対地速度である．すなわち
大気速度は / であるが，飛行方向の風速は /（ /）となる．推定される
風向が °であるから，実際の風速は /（ /）である．# 飛行では西方飛行





小型 に搭載する磁力計として， 社が製造している を選定し











発生していない． の# と# で観測された 値の変化は極めてよく似ており，
の# と# の 値も同様である．経過時間 秒付近の 値が最小となっている
のは，図 に記載した桜島西端の溶岩流（大正溶岩）の境界付近を飛行したことが原因で






図 に鳥海山の# 飛行で測定された東西の 測線， 間の 値変動の一部を示す．
飛行高度は である．地表の起伏を?慮すると，機体と地表面の高度差は -
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秒間で 減衰し，その後 秒間で 増加する異常な短周期変動である．図















号機により 年 月 日紋別市において高高度飛行実験を行った．紋別
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図 北海道紋別市で行われた 号機による までの高高度飛行
市で飛行実験を行った理由は， を超える高高度飛行は北海道か沖縄のみが可能なこ
と，北海道はこの時期比較的好天に恵まれること，それに適切な滑走路があることから選





























小型 は大型機に比べ強風に弱い．昭和基地の上記期間の平?風速は - / で
ある．斜面下降風が吹くこともあっても，午後には止むことが多いことから，南極の夏期
小型無人航空機の開発
間に沿岸地域で を飛行させることができる風速 / 以下の日数は十分確保
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